
3.「地域密着型金融推進計画」における項目毎の進捗状況 
取組み内容・実施時期・進捗状況 項目及び目標  

17 年度上期 17 年度下期 18 年度上期 18 年度下期 17年度上期の進捗状況 

1.事業再生・中小企業金融の円滑化 

（1）創業・新事業支援機能等の強化 

①融資審査能力の向上 

 

・創業・新事業支援機能等を

含めた業種別審査態勢の構

築。 

・「目利き」能力の向上。 

・業種別審査態勢の継続。 

・創業・新事業支援機能等の

強化に向けた業種別審査

態勢の検討。 

・外部研修への参加。 

・信用保証協会との勉強会の

実施。 

・同左。 

・創業・新事業業種の決定と

業種別審査態勢の検討。 

 

・同左、通信教育の受講推進。

・同左。 

・同左。 

・創業・新事業の業種別審

査態勢の実施。 

 

・同左、通信教育の受講推

進。 

・同左。 

・同左。 

・新しい業種別審査態勢

による審査態勢強化。

 

・同左、通信教育の受講

推進。 

・同左。 

・業種別審査態勢の継続

実施。 

・業種別審査態勢の検討。 

 

・外部研修 4名参加。 

・信用保証協会との勉強 
会の実施。 

 

 

 

 

②起業・事業展開に資する

情報の提供 

 

 

・人的ネットワ－クの形成と

ノウハウの蓄積。 

・中小企業支援センタ－の持

つ経営相談等のノウハウを

活用した情報提供の強化。 

・産業クラスタ-サポ-ト会

議、ファルマバレ－センタ

－交流会等の継続参加に

よる人的ネットワ-クの形

成。 

・中小企業支援センタ-との

提携、情報交換。 

・同左。 

 

 

 

 

・中小企業支援センタ－訪問

による情報交換と利用促

進。 

・中小企業支援センタ-への

紹介情報に対するインセ

ンティブの付与検討。 

・同左。 

 

 

 

 

・同左。 

 

 

・中小企業支援センタ-へ

の紹介情報に対するイ

ンセンティブの付与導

入。 

・同左。 

 

 

 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

・産業クラスタ-サポ-ト

会議等への参加による

人的ネットワ-クの形

成。 

 

・中小企業支援センタ-

との基本協定締結。 

 

 

 

 

 



 ③創業・新事業展開の成長

段階に応じた適切な支援 

 

・起業・創業・新事業支援組

織の設置。 

・「経営革新支援法」の認定取

得推進。（目標 2 年間 10

社以上） 

・「しずおかスタ－トアップフ

ァンド」への出資と活用。 

・地域に密着した企業、将来

性のある企業に対し、支援

活動、アドバイスの実施す

るための支援組織の設置

検討。 

 

・経営革新支援法認定取得

推進。 

・制度融資等の勉強会実

施。 

・同左、支援組織の設置。 

 

・「しずおかスタ-トアップフ

ァンド」へ出資、ファンド

活用推進。 

 
・同左。 
 

・同左。 

・同左、支援等実施。 

 

 

・同左。 

 

 
・同左。 
 

・同左。 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

 
・同左。 
 

・同左。 

・支援組織の設置検討。 

 

 

 

 

 

・「経営革新支援法」認定

取得 1 社。 

・保証協会勉強会実施。 

 

（2）取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化 

 

 

 

 

①中小企業に対するコンサル

ティング機能、情報提供機

能の一層の強化 

 

 

 

・経営相談、経営情報、ビジ

ネスマッチング情報提供機

能を一層強化。 

・人材の育成（FP2 級（法人）

技能士資格取得推進（目標 

50 名以上））。 

・経営に役立つ情報（ビジネ

スレポ－ト）提供。 

・中小企業支援センタ－の情

報活用推進。 

 

 

・各種セミナ－情報等の提

供。 

 

・FP2 級（法人）技能士資格

取得推進。 

・同左。 

 

・同左。 

・本支店間のビジネスマッチ

ングの体制整備。 

 

・同左。 

・ビジネス商談会への参加。

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

・本支店間のビジネスマッ

チングを推進するため、

インセンティブを付与。

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

・「しずちゅうビジネスク

ラブセミナ-」の開催。

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

 

 

・情報提供実施。 

 

・中小企業支援センタ－

の情報活用推進。 

 

・「しずおか新産業技術フ

ェア 2005」5 社参加。 

・「第 19 回東京ビジネス

サミット 2005」参加募

集。 

・FP2 級（法人）技能士

資格受験。38 名取得。 

 

 

 

 

 



②要注意先債権等の健全化等

に向けた取組みの強化 

 

 

・「支店長の 1人 1 社再生支援

活動」展開による債務者区

分のランクアップ。（目標 

支援取組み先の 20％以上

ランクアップ） 

・中小企業再生支援協議会と

静岡中小企業支援ファンド

“パ－トナ－”等、外部機

関の積極活用。 

・中小企業支援センタ－等の

専門家を活用し、融資経営

相談室を中心に支援活動

を継続。 

・「支店長による 1 人 1 社再

生支援活動」の実施。 

・同左。 

 

 

 

・同左。 

 

・外部機関との連携。 

・同左。 

 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同左。 

 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

・中小企業支援センタ－

とファンド“パ－トナ

－”等の活用により、1

社の経営改善計画策

定、過剰債務の負担軽

減により、1 社ランク

アップ。 

・「支店長による 1 人 1社

再生支援活動」により

3 社ランクアップ。 

（上期中合計 4 社ランク

アップ 8.8％） 

 

 

 

 

③健全債権化等の強化に関す

る実績の公表 

 

 

・分かり易く内容を拡充した

公表の検討。 

・公表。 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

・検討実施。 

 

・公表実施。 

（3）事業再生に向けた積極的取組み 

 

 

 

 

①事業再生に向けた積極的取

組み 

 

・ファンド“パ－トナ－”活

用による再生支援。（目標 

2 年間で 2社以上） 

・中小企業再生支援協議会と

の連携による実現可能性の

高い経営改善計画策定によ

る早期事業再生。 

・観光関連事業先の再生支援

実施。 

・観光関連事業の取引先調査

実施と再生支援実施。 

・静岡中小企業支援ファンド

“パ-トナ-”活用による再

生支援推進。 

・中小企業再生支援協議会の

活用推進。 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

・ファンド活用企業のモニタ

リング実施。 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

・同左。 

・観光関連事業の取引先

調査を実施。うち、1

社を中小企業再生支援

協議会等と連携し静岡

中小企業支援ファンド

“パ-トナ-”活用によ

る再生支援を実施。 

 

 

 

 

 



②金融実務に係わる専門的人

材・ノウハウの活用 

・中小企業再生支援協議会等

との連携強化による専門

家の活用。 

 

 

・同左。 

 

・外部支援機関等との連携。

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

・専門家の活用実施。 

 

 

 

③再生支援実績に関する情報

開示の拡充 

・特色ある取組み事例の公

表。 

・同左。 

 

 

・同左。 ・同左。 ・公表の実施。 

（4）担保・保証に依存しない融資の推進等 

①担保・保証に依存しない融

資の推進等 

 

 

・信用リスクデ－タの整備・

充実の継続とキャッシュフ

ロ－重視の審査態勢強化。 

・しずちゅうサポ－トロ－ン

の推進。 

・ビジネスロ－ンの推進強化

と見直し。 

 

 

・キャッシュフロ-重視の審

査態勢の徹底。 

・商工会議所等と提携した

「しずちゅうサポ-トロ-

ン」の推進。 

・同左。 

 

・同左。 

 

・「しずちゅうビジネスロ-

ン」の見直し検討。 

・新しい担保保証に依存しな

い融資商品の検討。 

・「しずちゅうクイックビジ

ネスロ－ン」の販売チャネ

ル拡大検討。 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左、見直し実施。 

 

・同左、開発・導入。 

 

・インタ－ネットを利用し

た「しずちゅうクイック

ビジネスロ－ン」の販売

チャネル拡大。 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

 

 

 

・同左。 

・キャッシュフロ-重視の

審査態勢の強化。 

・「しずちゅうサポ-トロ-

ン」の 9月末残高 72 件 

114 百万円。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②中小企業の資金調達手法

の多様化等に向けた取組

み等 
 

・売掛債権担保融資の推進。 

・新しい中小企業向け融資商

品の開発。 

・売掛債権担保融資の推進。

 

・財務諸表の精度が相対的に

高い中小企業向け融資商

品の研究。 

・同左。 

 

 

・同左、検討。 

・同左。 

 

 

・同左、開発・導入。 

・同左。 

 

 

 

 

 

 

・売掛債権担保融資の実

績 57 件 446 百万円。 

・新商品の研究。 

 

 

 

 

 

 

 

（5）顧客への説明態勢の整備、相談苦情処理機能の強化 



①顧客説明マニュアル等の内

部規程の整備及び営業店に

おける実効性の確保 

 

 

 

・顧客説明マニュアル等に基 

づく顧客説明態勢の徹底。 

 

・与信契約説明マニュアル等

に基づいた顧客説明態勢

の再徹底。 

・苦情相談マニュアルを改

訂、周知徹底を図る。 

 

・業務監査時等で点検・指

摘・指導実施。 

・「融資謝絶」の報告方法変

更。 

 

・「ベタ－サ-ビスノ－ト」等

の報告とフィ－ドバック。

・研修・勉強会等による能力

向上。 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・「融資謝絶」の具体的事例

報告。 

 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・顧客説明態勢の周知徹

底。 

 

・苦情相談マニュアルの

改訂、周知徹底。 

 

・実効性確保のため点

検・指導実施。 

・報告方法の変更。 

 

 

・「ベタ－サ-ビスノ－ト」 

フィ－ドバックによる

情報共有化と水平展開

実施。 

・勉強会の実施。 

 

 

 

 

②苦情等実例の分析・還元 

 

 

・苦情等の分析・還元の継続。 

 

・行員への周知徹底。 

 

 

 

・苦情対応マニュアル制定。

・「融資謝絶・取下・変更記

録表」の報告方法の変更。

 

・「ベタ－サ-ビスノ－ト」等

の報告徹底とフィ－ドバ

ック。 

・謝絶案件具体的事例の取締

役会報告。 

・同左。 

 

 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・苦情対応マニュアル制 

定。 

・報告方法の変更による

スピ－ド対応。 

 

・報告徹底とフィ－ドバ

ック。 

 

・謝絶案件具体的事例の

取締役会報告実施。 

 

 

 

 

（6）人材の育成 



 

 

事業再生・中小企業金融の円

滑化に向けた人材育成のため

の取組み 

 

・「目利き」能力、「再生支援」

能力の向上。 

・外部研修等参加による知識

の向上。 

・行内研修による知識の共有

化。 

・通信教育の受講奨励。 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

 

・外部研修 4名参加。 

 

・行内研修実施。 

 

・通信教育の受講 15 名。 

 

 

 

2.経営力の強化 

(1)リスク管理態勢の充実 

 リスク管理態勢の充実 

 

・バ－ゼルⅡ（新しい自己資

本比率規制）の導入に備え

た対応準備と現状のリスク

管理の強化。 

 

・バ-ゼルⅡ（新しい自己資

本比率規制）の導入への対

応とリスク管理手法の強

化。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 ・同左。 ・バ-ゼルⅡ導入に向け検

討。リスク管理手法の

検討。 

(2)収益管理態勢の整備と収益力の強化 

①管理会計の整備及びこれを

活用した業績評価の結果に

基づく業務の再構築 

 

 

・管理手法の見直し強化と収

益意識の向上。 

・信用コスト・資本コスト配

分の検討。 

・業績表彰等インセンティブ

により収益意識の向上を

図る。 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

 

・検討。 

 

・インセンティブ付与に

よる収益意識の向上実

施。 

 

 

 

 

②信用リスクデ-タの蓄積 

 

・信用リスクデ－タ整備の充

実。 

・信用リスクデ－タ整備充

実。 

 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

・信用リスクデ－タ整備

充実。 

 

 



 ③金利設定のための内部基準

の整備等 

・適正金利ガイドラインの周

知徹底。 

・営業店毎の「金利プライシ

ング計画表」に基づく進捗

管理及び計画達成。 

・「適正金利ガイドライン」

と「金利プライシング計画

表」に基づく進捗管理。 

・業績表彰へのインセンティ

ブ付与。 

・同左。 

 

 

・同左。 

・同左。 

 

 

・同左。 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

 

・「金利プライシング計画

表」による進捗管理実

施。 

・業績表彰へのインセン

ティブ付与実施。 

 

 

 

 

(3)ガバナンスの強化 

 

 

 

ガバナンスの強化 

 

・ガバナンスの向上。 

・経営者の有価証券報告書等

による財務内容の適正性

確認。 

・第 3 四半期情報開示におい

てバランスシ－ト等の開

示実施。 

・経営者の有価証券報告書

等による財務内容の適

正性確認。 

・四半期情報開示において

バランスシ－ト等の開

示実施。 

 

 

 

 

 

・同左。 

・17 年 3 月期より経営者

による財務内容の適正

性確認実施。 

 

 

 

(4)法令遵守（コンプライアンス）態勢の強化 

 

 

 

 

①営業店に対する法令遵守状

況の点検強化等 

 

 

・法令遵守態勢強化のための

本部施策の徹底。 

・本部施策の検証及び営業店

における実効性確保の検

証。 

・「営業店に対する指導・管

理」、「相互牽制機能の強化

と自浄作用の醸成」を引続

き推進。 

 

・定期的なコンプライアンス

委員会を通し、施策の検

証、フォロ-を実施。 

 

 

 

・同左。 

 

 

 

 

・同左。 

・同左。 

 

 

 

 

・同左。 

・同左。 

 

 

 

 

・同左。 

・継続推進。 

 

 

 

 

・施策の検証、フォロ-を

実施。 

 



 ②適切な顧客情報の管理・取

扱いの確保 

 

 

・店内検査・業務監査部によ

る実効性の確保。 

・顧客情報の管理・取扱いル

－ル等の周知徹底。 

・情報漏えい防止のための管

理体制の強化と研修・教

育・臨店指導体制の強化。 

 

 

 

 

・店内検査・業務監査部によ

る実効性の確保の検証。 

・顧客情報の管理・取扱いル

-ルについて周知徹底。 

・情報漏えい防止等の管理体

制の強化と研修・教育、臨

店指導体制の強化。 

・個人情報を含む還元資料の

集中保管管理態勢の構築。

・個人情報保護オフィサ-検

定試験の受験。 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

・店内検査・業務監査部

による実効性確保の検

証。 

・研修等による周知徹底。 

 

 

・個人情報を含む還元資

料の集中保管管理態勢

構築。 

・個人情報保護オフィサ-

検定試験の受験。252

名資格取得。 

 

 

 

 

(5)IT の戦略的活用 

 

 IT の戦略的活用 

 

・中期経営計画等のビジネス

モデルに応じた IT の戦略

的活用。 

・「顧客利便性の向上」に向け

た IT の戦略的活用。 

 

・既存システムの有効性・活

用状況の検証方法の研

究・検討。 

・既存システムの有効性・活

用状況の検証。 

・IT の戦略的活用方法の検

討。 

・「IT クリニック」の活用。

 

・「顧客利便性の向上」に向

け、インタ－ネットバンキ

ング（法人ウェブ）の導入、

マルチペイメントサ-ビス

の開始。 

 

 

 

・検証結果を踏まえた、IT

の戦略的活用の検討、導

入。 

 

・同左。 

 

・同左、活用状況等のモニ

タリング実施。 

 

・「顧客利便性の向上」に

向け、「しずちゅうクイ

ックビジネスロ-ン」の

申込チャネル拡大。   

・同左。 

 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左、継続した推進。

 

・不動産担保評価管理 

システムの導入。 

・研究・検討。 

 

・インタ－ネットバンキ

ングの導入準備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 地域の利用者の利便性向上 



(1)地域貢献に関する情報開示 

 

 

地域貢献に関する情報開示 

 

 

・地域の利用者やお客さまの

目線に立った、地域貢献に

関する情報開示の充実。 

 

・ディスクロ－ジャ－誌等の

地域貢献活動の内容充実。

 

・更に充実した情報開示の検

討。 

 

 

・同左。 

 

 

・同左、更に充実した情報開

示の実施。 

 

 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

・ホ－ムペ－ジ上に「地域

貢献に関する情報開示」

欄を作成。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

・「地域貢献に関する情

報開示」欄に、お客様

や利用者からの質問

や相談に対する回答

を掲載。 

・内容充実。 

 

 

・充実した情報開示の検

討。 

 

 

(2)地域の利用者の満足度を重視した金融機関経営の確立 

 地域の利用者の満足度を重視

した金融機関経営の確立 

 

・「お客様第一主義（CS の徹

底）」を継続推進し、可能な

範囲での、お客さまのニ－

ズ等を施策へ反映に努め、

地域の利用者の利便性向上

を図る。 

・「CS の徹底」による地域利

用者の利便性向上を図る。

・「お客様満足度アンケ－ト

調査」の見直し。 

 

・「新規お取引先に対するア

ンケ－ト調査」の実施。 

・CS に関する好事例の水平

展開実施。 

・同左。 

 

・「お客様満足度アンケ－ト

調査」を見直し、アンケ－

ト調査の実施。 

・同左。 

 

・同左。 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

 

・同左。 

 

・同左。 

 

・「CS の徹底」推進。 

 

・「お客様満足度アンケ－

ト調査」の見直し。 

 

・「新規お取引先に対する

アンケ－ト調査」の実

施。 

・CS に関する好事例の水

平展開実施。 

 

 

(3)地域再生推進のための各種施策との連携等 

 

 

 

地域再生推進のための各種施

策との連携等 

・地域経済の活性化と地域雇

用の創造を行うため、可能

な範囲での「まち」再生施

策に係る支援等、地域再生

推進に向けた活動を実施。 

・現在参加している「まち」

再生施策に係る支援等「地

域再生推進活動」を一つの

モデルケ－スとしてノウ

ハウの蓄積を図る。 

 

・同左。 

 

 

・PFI への取組みの検討。 

・同左、計画の進捗状況等

モニタリングの実施。 

 

・同左。 

・同左。 

 

 

・同左。 

・会議に継続参加し、ノ

ウハウの蓄積を図る。 

 

 

 

 

 

 

4 進捗状況の公表 



進捗状況の公表  

 

 

・進捗状況の公表 

・取組みの特色や成果を分か

り易い形で公表。 

・半期毎に取組みの特色や成

果を分かり易い形で公表。

・同左。 ・同左。 ・同左。 ・公表の実施。 

 

 

 

 
 
 

 
以 上 


